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1，は じめに

　 冠詞の 使い 方は難 しい 、 言われて い る 。 日木 （1992 ，JACET 全国大会 ）の 発表 レジメに

は 、 「しば しば冠詞 の 選択 （可算性 の 選 択を含 む ）はあ る文脈 で は義務 的で はあるが 、 あ

る文脈 で はかな り任意的 な場合 もあ る、とい う主 旨の こ とを耳に する 」と記載されて い る 。

冠詞の 使い 方の 難 しさの
一
端に 言及 されて い る よ うに感 じられる 。 「ピー

タ
ーセ ン（1988）」

は 、 冠詞の 使用不使用 は 、 文脈がすべ て で ある 、 と述べ て い る。 文法の 教科書や参考書や

あるい は辞書に もさま ざまの 使い 方が述 べ られて い るが 、説明が かな り多義 にわた り、 多

くの学 生 は投げ出 して しま うほ どで ある 。 しか し、冠詞 の 使い 方がわか らな けれ ば、よい

英文を書 くこ とは難 しい 。 私た ちは 日本文に お いて は 、 「が」や 「は」 の よ うな助辞を あ

ま り苦 労せ ずに 使 っ てゆ ける 。 それ と同様な感 じで 、 英文 を書 くと きも the をあ ま り苦労

せ ずに使 っ て ゆける こ とがで きない もの で あろ うか 。

2，the の 使われ方 と使 い 方

　書き言葉で あれ、また、話 し言葉で あれ 、 書き手 （話 し手）が the に よ っ て 特定 した名詞

的情報が、聞き手（読 み手）も共有 で き る指示 内容で あれ ば、書 き手は安心 して the を発想

した英文を構成するこ とがで きる 。 従来 、 r−the を用 い る ときは 、 相手 の こ とを考え な け

ればな らない、そ して 相手がその 対象物をすで に知 っ てい ると思 え ば、the を使 っ て よ ろ

しい 」 と言われて きて い るよ うに思 う。 「談話文法研究 、 大 島　真著 、 リーペ ル出版」を見 る

と、HaUiday ＆ Hasan （1976）の 枠組 みを もとに した the の 意味機能が 、 2 つ に分類 されて

掲載 されて い る 。 1 つ は 、 話 し言葉に多 くみ られ る 「場 面指示 」 で ある 。 も う 1つ は書 き

言葉に 多 く見 られる 「文脈指示」で ある 。 前者 は さ らに 2 つ に 下位分類さ れ 、　 「場面状況

指示 （例 Please　shut 伽 door．）」と 「唯一典 型指示 （例 This　is　the　only 　example 　I　can 　give

you ．）」に分かれて い る 。 後者 も同 じように 2 つ に下位分 類 され て い る 。 「前 方照 応指示 」

と 「後方照応指示」で ある 。　 「前方照応指示 」は さ らに 3分類され 、 直接的に前方を指示

する もの （例 Sometimes 　planning　a　tri．p　can 　be　almost 　as 皿 uch 　fun　as　the　trip　itselL）と

内包 的に指示す るもの （例 Spring　has　come ；the　birds　are 　singing 　and 　the　fiowers　have

begun　to　bioom．）と敷術的に 指示す るもの （例 We
’
ue 　going　to　have　a　Pe 丑 Pal　Club，％ θ

plan　was 　suggested 　by　our 　teacher．）とな る 。　the の 文脈 指示 にお い て は 、 「前 方照応 指示」

の場合は 、 それが直接的で あれ 、 内包 的で れ 、 あるい は敷衍 的で あれ 、 書 き手 と読み手の

間に おける齟齬はあまり生 じない で あろう。 あるい は 口語に おける場面状況指示の よ うな

場合に もあまり齟齬は生 じな い で あろ う。 齟齬が生ず るか もしれない の は 、 後方照応文脈

指示 の場合で あ ろ う。 外国語 としての 英語を書 く学生 に 、 後方照応 指示 と して 説 明され る

the の発想方法をどう説明 して 納得させ れば よ い の だろ うか 。 母語 を英語 とす る人 々 もほ

ん と うに 、 「まだ見ぬ後方」を照応 しなが ら、 今 この 「前方」 に 、 the を発想するこ とが

で きるの で あろ うか 。 文頭か ら、 そ して 左 か ら右 へ と 自然な流れにそ っ て発想 して ゆ く英

語を書 くこ とがで きる よ うに な る ため に は 、 the もまた 、 文の 頭の 方か ら選 択 されて い る

の で はな い だろ うか 。 ある the が 、 後方の文脈を指示 して 使われてい るの だ とする と、ほ
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とん どの 日本人にと っ て英文を左か ら右 へ と発 想の ままに 綴 るこ とはで きな くなる の で は

ない だろ うか 。 ネイテ イプの人 々 も し ゃ べ る ときや書 くときに は、the に つ い て もやは り、

文頭の方か ら発想 して い るの で はない だ ろうか。

　『BBC 　English　Dictionary（1992）』 は 、 次 の よ うな説明を してい る ：

　
‘You 　can 　use 　the　in　front　of　a　noun 　in　order 　that　you　are 　referring 　to　a　person 　or

thing　when 　you 　are 　going 　to　give　more 　details　about 　them ！
貫

　この 説明に よれ ば、the で特定 した名詞的情報 の その 後 方の 句や 節に おい て 、 そ の特定

した名詞的情報に つ い て の 内容や 詳細を追加 して 説明すればよ い こ と にな る 。
つ ま り、 the

で特定 した名詞 的情報 に対 して 、それ に 対す る新情報を追 加すればよ い の で あ る 。

　こ うい うこ とを学生 に説明 して きた時 、 ロ ス ・生 田 （1994 ）の 発 表 （JACET 全 国大会）

を聴講す る機会に 恵 まれ た 。 書 き手 はい わば主観的 に the を選択で きるの だ 、 とい うご説

明で ある 。 英文を書 くこ とに不慣れで苦労 して い る立場 か ら心 か らの 賛意を表 した い 。

　英文を書い て ゆ くときに は 、 書き手は つ ぎの よ うなプ ロ セ ス をふ ん で い るの で は なか ろ

うか 。 書き手や話 し手 は the で 特定 した名詞 的情 報の 後方の句や 節 に おい て 、 聞き手 が ひ

ょ っ と した ら質問 して くるか も しれな い 想定質問に答え る形で 、 必要 に応 じて 、 詳細説 明

を追加 して い るの で あろ う。 出来上 が っ て い る英文の な かの あ る名詞 的情報に つ い て み た

場合 、 そ れがそ の 後方に ある関係節 、 前置詞句 、 不定詞 、 分詞 な どの qualifiers（postmodifier）

に よっ て 限定されて い るか ら、前方にあるその 名詞的情報 に the が付 くの だ 、 の よ うに 考

える と 、 英文を文頭か ら自然に左 か ら右へ と流れの ままに 発想 して ゆ くこ とが 困難な作業

とな るよ うで ある 。 the が 「後方照 応文脈指示」に よ っ て 選択 されて い るの だ 、 とする説

明するの は、すで に 出来上が っ て い る英文全体を ながめ て い る場合に お ける明解な説明 で

あろう。 だ か ら 「後方照応文脈指示 」 とい う説明は、流れ の ままに発想 して ゆ く英文を作

成 しようと して い る学生 に と っ て はかえ っ て 混乱の種 となる場合 もあ る 。 対象物 を特定化

したその 時点で 、 書 き手 は 、 その 対 象物 が聞 き手 と間で 共通 領域に 入 っ て い ない 対象物 で

あると考えれば、そ の 対象物に対 して 、，さ らな る 説明を 、 あるい は新情報を追加 して ゆ け

ばよい の で ある 。 特 に 口語の 場合には 、 話 し手 は 、 聞 き手 が場面状況な どに よ っ て そ の 追

加の説明な しで そ の対象物を了解で きると考えれば 、 それ以上 の情 報 は提供 しない場合 も

あろ う。 ネイテ ィ ブ同志の 間で はあ るい は、ネイテ ィ ブの 書 き手が特定 した 対象物に対 し

て 、 ネイテ ィブの 聞き手 もそ の 共通認 識に よ っ て （日本入同志の 間で の 、 「が」と 「は 」

の 使い 分 けの よ うに ）その 指定対象物を追加説明な しで 、追認 で きるの か もしれない 。 し

かし、 母語を 日本語 とす る英語学習者に は 、 その 自信の ない 場合が多か ろ う。 だか ら 、 自

分だけの対象物で ある か もしれな い 、と考え た場合は 、 こ れに 対 して は 、 多 くの 場合 さ ら

に説明を追加 して ゆ くこ とに な る 。 when
，
　where な どで 始 ま る想 定質 問に 答え る形で 、

qualifierg．（postmodifiers）を使 っ て 新情報を追加 して ゆ くの で あ る 。 英語 は 「建 て増 し」が

自由自在の 言語 だか らで あ る 。 口語 で は、話 し手が特定 した対象物を 、 聞き手が 、 共有物

として了解できなければ、話 し手の 特定不足 を補 う形で 、聞き手は特定物を求めて 質問を

するこ とになる 。 こ れが話 し言葉の 本質なの か もしれない 。

3，the の 実際面での 使い 方

　当日の 発表で は英文を文頭からの 自然の 流れの ままに購読 ・作成 して ゆ くとい う点 に焦

点をあて 「the の 誤
げ

秋 帽 例」 を中心 に して 、 ご説明 させ てい た だ く所 存です 。
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the の 誤 用 例

お か し

　 Cookies

い た ず ら に 一っ か く した

　 Half 　in　fun，　【　concea 正ed

弟 の 諭 か し 。

　 a 　cookie 　fro 皿 　皿y 　brothere

た ぺ る も ん か と 思 っ て て 、

　At　first　正　intended 　never 　to 　eat 　it　uP
た ぺ て し ま っ た 、

　 but　that 　ended 　in　vain ：

一
つ の お か し。

　 no 　more 　cookie 　left　for 　him。

か あ さ ん が 二 つ ッ て い っ た ら、

　Mother 　皿 ighg　say ，　at 　any 　皿 oment
，

　that 　surely 　she 　served 　two 　ceokies 　for　us 。
ど う し よ う。

　r　was 　scared ：　hew　should 　I　respQnd ？

お い て み て

　I　PIaced 　his 　cookie 　Gn 　the 　plate
と っ て み て ま た お い て み て 、

　and 　took 　it　up 　and 　p 正aced 　it　back 　there 　again 一

それ で も 弟 が 来 な い か ら、

　 And　yet ，　皿 y　brother 　〔lidn’

t　show 　up

た ぺ て しま っ た 、

二 つ め の お か し 。

＊ 　untH 　finally 　I　had 　co 皿皿 itted

　 an 　 error 　 of 　 a　 second 　 helping 。

　 ⇒ 　until 　finally　I　had　co 皿皿 itted

　 the 　error 　of 　a 　second 　helping ．

に が い お か し、

　 Ho四 　bitter 　it　Was ！

か な し い お か し 。

　What　a 　heart − rendering 　matter 　it　was ！

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （金 子 み す ず ）

しか られ る に い さ ん

My　Brether 　Scolded

に い さ ん が しか られ る の で 、

　My　brother　was 　calIed 　dewn，
さ っ き か らわ た しは こ こ で 、

　so 　工　have　been 　here 　for 　so 皿 e 　ti皿 e ，
そ で な しの あ か い ひ も を 、

むす ん だ り、と い た り し て い る 。

　 repeatedly 　knott 正ng 　and 　unknotting

　 the 　red 　strings 　of 　my 　slee ▽ eless 　coat 。
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そ れ だ の に 、う ら の 原 で は 、

　 For　all 　that
，　from　the 　field 　at 　the 　back

さ っ き か ら し ろ取 り して る 、

　 工　hear 　皿y　fr正ends 　p工aying 　aloud

　with 　word 　ga皿es 　for 　so 皿 e　ti皿e

と き ど きは と び も な い て る 。

9月望6日（±）　研究発表第 5 蜜 （716 ）

＊ 　and 　kites 　as 　Paell 　shrieking 　once 　in　a 　whilee

　⇒ 　and 　the 　kites　as 　we 量I　shrieking 　ence 　in　a 　while 。

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 （金 子 み す ず ）

だ る まお く り

　A　Dhar皿a−tu 皿b1ing　Relay　Race

白勝 っ た 、

　 The　White　has 　won ！

白勝 っ た 。

　 The　White　has 　won ！

そ ろ っ て 手 を あ げ

　All 　Qf 　 us 　tegether 　put　up 　our 　hands 　in　the 　air ，

「ば ん ざあ い 亅

　 crying ，　
“Banzai 匚Hurrah ］！

”

赤 組 の ほ う を見 て

　 We　glance 　at 　the 　Red，
rばん ざあ い 亅

　 crying 　again
，　

“ Banzai ［Hurrah ］！
”

だ ま っ て る

　
“You　keep　silent

，　dont　t　you ？

赤 組 よ 、

　 hey
，　Red ！

”

秋 の お 昼 の

日 の 光 リ、
土 に よ ごれ て 、こ ろ が っ て 、
赤 い だ る ま が て ら れ て る a

＊ 　［n 　the 　sunshine

　 after 　the 　noen 　in　fall ，
　 ⇒ ln　the 　sunshine

　 　 after 　nOOn 　in　fall，

the 　red 　Dhar 皿as ，　soi1 −stained 　and 　tu 皿 bled，
are 　basking 　｛n 　the 　fu11　sunlight ．

も う一
つ と

先 生 が い う の で

　 Encouraged 　by　our 　teacher

　 to　cry 　it　once 　皿oreP

「ぱん ざあ い
。 」

　we 　 say
，

“ Banzai ［Hurrah ］！　
tt

す こ し小声 に な り ま した 。

　 in　a　little　lOwer 　voice 　this 　ti 皿e ．

　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 （金 子 み す ず）
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